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2008 年  01 月  01 日  

熊野の旅 ２００８年 迎春  
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2008 年  01 月  02 日  

熊野の旅 日本人の年初め  

 何年ぶり？十何年ぶり？に、年が変わって早い時間に『初詣』に出かけました。 
 『初詣』に行ったのではなく、初詣風景を『撮影』に行ったと言うのが正しいので

すが・・・ 

 
 晴天で、まさに『満天の星』という夜空の下、カメラを持って自転車で 500ｍほど

離れた、『木本神社』まで行きました。ものすごく寒い夜でした。 

 
 木本町の鎮守様の神社で、町中にあるのですが、花の窟神社のように有名でもなし、

地元の人だけが初詣に来る所です。 

 
 まだ、１時にもなっていなかったのですが、町を歩く人はほとんど無く、静かな物

でした。 
 境内に入ったところでは、ドラム缶で火が焚かれ、その回りには若い男の子たちが

たむろしていました。 
 中学生、高校生が火を囲んでたむろしているのですが、大人たちの姿はあまり見か

けません。子供たちは、 叱られずに、真夜中に町に出られる夜を楽しんでいるよう

でした。 



 
 年を越したすぐの時間には氏子総代さんなども拝殿に詰めていたのでしょうが、

早々と引き上げられたらしく、拝殿も無人でしたね。ちょいとさみしい光景でした。 
 諸外国に比べ、日常生活の中に『宗教』が余り存在しない日本なのですが、元旦だ

けは不思議と『初詣』なるものを自然にするようですね。 
 『宗教儀式』ではなく、『年初めの行事』と言ったほうが良い感じも受けますが、

こうして若い層が初詣に熱心ですね。 
 むしろ、大人の方が『寒いから・・・』などと、不精を決め込んで手抜きをするよ

うです。 

 
  大人も子供も、初詣に来たら、きちんと『お賽銭』を供えて、『拍手』を打って、

『お祈り』をしています。 
 それでも、宗教色が薄いのは、日本人の血の中にある、『多神教』の遺伝子のせい

なのでしょうか？ 
 実に『なに様』でも良いのです。 
 ご神体なんて考えたこともなし… 



 受験生とかの特殊な願い事のある人は『天神さん』だとか『頭の宮』だとかに出か

けますが、一般にはこだわっているようでこだわっていないようです。 
 『天照大神』でも『大国主命』でも『お稲荷さん』でも… 
 『お釈迦様』でも『阿弥陀様』でも『観音様』でも『文殊様』でも… 
 一番の原始宗教、万国共通の『ご来光』でも… 
 しかし、この年頭の少しだけ『謙虚な気持ち』が続かないのが現代の日本人なので

しょうね。 

 
 かく言う私も、このときは忘れずに『お賽銭』を供えましたが、普段撮影に行って

もお供えはしませんからね。 
  

 

 

 

2008 年  01 月  03 日  

熊野の旅 田舎の正月  

 元々、正月行事の少ないこの地方ですが、普段と少し違うのは、他所に行っている

学生さんが帰ってきていることでしょうかね。 
 昔は、集団就職で出て行った人が帰ってきたのですが、今ではそういう雰囲気では

ないです。 
 写真はまだ出来ていませんが、成人式もこの時期に合わせて行う所が田舎では多い

ですね。 
 熊野市では３日に行われています。 
 この時は熊野市全域の新成人が、市民会館に集まってきますから、その周辺だけが

すこしだけ華やぎます。 
 元旦の日にはほとんどお目にかからない和服姿の女の子も町を歩きますからね。 
 元旦の神社の方の初詣では、昼間になると、中学生や高校生は姿を消し、ポツポツ

と大人の参拝者がやってきます。 
 夜中の初詣同様、おみくじを引き、『破魔矢』なども買い求めてゆく人も見受けら

れます。 
 社務所の受付もずっと開いていますね。 
 大きな神社との違いは、お札やお守りなどを売っている人が、大きな神社では袴を

はいた神職か巫女さんですが、ここでは普通の服を来た女の人です。巫女さんを雇う

ほど参拝者も居ませんからね。 
 ここで巫女さん姿を見かけるのは、秋のお祭りの時だけですね。 



 

 
 こうした風景も、この時期だけは全国津々浦々まで少しずつは見られるものでしょ

うね。 
 過疎が進んで、限界集落になっても、神社がそこにある限り、お寺がそこに残って

いる限りは帰ってくる人も居るでしょうからね。 
 しかし、その神社やお寺さえも。移転したり廃止になったりしてきているようです

ね。 
 信心心が無くても、日本の原風景とかにはそうしたものが入っているのですから、

さみしい話です。 
 そして、有名な、大手の神社仏閣だけがはやってゆく・・・ 
 なんだか、商店や会社と同じような感じがします。  
Tags:熊野市 モノクロ  

 

 

 

 



2008 年  01 月  04 日  

熊野の旅 飽きた？ 消えた？ 落ち着いた？  

 年末年始のテレビと言うものはチャンネルに関係なく、縁起物ともいえない、笑う

ことも出来ないようなお笑い番組が流されています。 
 同じ顔ぶれの能力も無いようなタレントや芸も無いような芸人が同じような番組

をやっています。 
 何も考えないで、『お正月番組だから…』と、作っているのでしょうね。 
 笑い一つにしても、段々底が浅くなって来ていて、はやってるから笑わないと乗り

遅れると言うような感じの若者が多いように思えます。 
 それなのに…『個性を大切にする時代だ…』とか、『個々のしっかりした考えを持

っている…』などと言うことを言う人も居るようです。それも、教育現場の人の建前

で…不思議なことです。 

  
 こうした社会ですから、流行とかはテレビとかのマスコミが作り出す所が大きいで

すね。 
 『流行っているから報じる…』のではなく『ほんの一部の事を報じて流行らせる・・・』

様なものでしょう。 
 そして、その流行がピークを越すと、テレビなどはそっぽを向くようです。 

 
 日本中に『世界遺産』を作ろうとする地方自治体が悪いのですが、一時はそれに便

乗して各放送局も安上がりの取材番組を作っていましたね。もっとも、最近では、あ

まり取り上げませんがね。 
 ものすごく広くて、色んなものを持っている『紀伊山地の霊場と参詣道』などは長

く取り上げられた方でしょう。 
 それでも、日本中どこにでもある風景の連続なので、『絵』にしにくいらしく、タ

レントや役者を連れてきて語らせ歩かせて絵にしていますね。 
 それくらいですから、作る方も見るほうも飽きてきたのかもしれません。 
 『世界の世界遺産』の時はタレント無しで取材しているものが多いですね。 
 『異文化』『異質な風景』ですから、それだけでも目を引きますし、場所によって

は自分の国のことより親しみを感じる歴史的なところもありますね。 
 『熊野詣』よりは『万里の長城』の方が身近に感じて行って見たい人も多いでしょ

う。 
 『大峰山』よりは『ギリシャの神殿』の方がピント来て、見てみたいでしょう。 
 仕方ない話ですが、そうなっているようです。 
 一番新しい『石見銀山』でさえ、テレビからは事実上消えていますね。 
 確かに地味な物で取り上げにくいのも分かりますが… 
 『知床』なんて、世界遺産としてはそろそろ忘れられかけているのではないでしょ

うか？ 
 それで良いと思うのですが… 
 マスコミは忘れても、自治体の便乗予算獲得の野望は消えていないようです。 
 指定を狙った目的の半分以上はそのためですからね。 



 
 

 

 

 

 

2008 年  01 月  05 日  

熊野の旅 北主南従  

 三重県では『北主南従』と言う言葉が、行政や政治の世界では良く使われます。 
 世界規模の『南北問題』では無いのですが、北と南の格差の問題です。 
 世が世なら、ここら辺、熊野や尾鷲も徳川御三家、紀州藩に入っていて、藤堂藩な

どよりは格が上だったのですがねえ… 
 明治の廃藩置県以来の行政区域の線引きで、熊野川から東は三重県に組み入れられ

ています。養子に出されたようなものですね。 
 まあ、和歌山に残っていてもやっぱり県の中での辺地に変わりは無いですがね。 

 
 三重県の人口は約２００万人ほどかと思います。 
 その中で、『紀伊』と付く県南、旧紀州藩、今は東紀州といわれる地域の人口は９

万人くらいなのでしょうかね。面積だけは広いのですが、平地も無く人もまばらです。

消費税率程度ってことです。 
 おかげさまで、どう言う訳か、熊野古道が世界遺産の一部に組み入れられてちょい

と名前が知られましたが、これまた広大な『紀伊山地の霊場とその参詣道』と言う世

界文化遺産の端っこに位置しているので、付け足しのような感じです。 

 
 新聞では今年の三重県下の初詣と観光地の人手が発表されています。 
 初詣部門では、やはり。『神宮』が一位です。 
 『神宮』は『伊勢神宮』のことです。『伊勢神宮』とは『伊勢』にあるからそう呼

ぶだけで、識別符号の無い『神宮』が本当らしいです。さすがは『本社』ですね。参



拝者数は５９万２千人だそうです。 
 平成の大合併で二見町、小俣町、御薗村を併合しても１４万人弱と言う伊勢市に人

口の４倍もの参詣客が正月三が日で押しかけたのです。 
 今年は、伊勢のお土産品が軒並みやり玉に上がって、『赤福』を筆頭とするお金を

落としてもらうネタが減ってしまったので、波及効果は激減したでしょうね。一人

500 円でも３億円ですからね。 
 二位以下には『椿大神社（鈴鹿）』３８万５千、『多度大社（桑名）』１８万、『二見

興玉神社（伊勢）』１６万８千などが続きます。 
 一番近いのが『頭の宮四方神社（大紀町）』３万５千です。伊勢路の南の外れです

が紀州路ではありません 
 和歌山県側の統計なら熊野三山は入ってくるのでしょうが、三重県ではとてもとて

も、統計に入るような神社仏閣はありません。 
 観光地の方も、一位の『ナガシマスパーランド（桑名）』９万５千、『志摩スペイン

村（伊勢）』３万２千、『鈴鹿サーキット（鈴鹿）』１万６千、『鳥羽水族館（鳥羽）』

１万４千だそうです。 
 ここにも県南は入っていません。 
 当たり前の話なのですが、これが現状なのです。 
 『安近短』などと言う、レジャーの形態を示す言葉がありますが、お正月の初詣は

当然のことですし、そのついでに出かけるレジャーも、都市から近くて手軽な所で落

ち着くようです。 

 

 県南では観光客の増加や落とす金は全く期待できないし、当てにならないからこそ、

せめて公金を持って来よう…と言う発想で頑張っているようです。 
 熊野市でも、蜜柑園を押しつぶし、地域活性のための広大な施設が工事中です。 
 ０９年度中に姿を現すのかなあ… 
 尾鷲に負けず劣らず… 
 姿を現したら、取り上げることもあるかもしれません。 
 破綻した、『グリーンピア南紀』に決して負けない施設だと思います。 
 これまた皆さんの税金を使わせていただきますから、機会を作ってぜひ御來熊（ご



らいゆう）してご利用ください。 

 
Tags:世界遺産 熊野市 モノクロ     by je2luz | 2008-01-05 11:42 | 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008 年  01 月  06 日  

熊野の旅 初詣寸景 休稿  

 

 
 
 木本神社の２００９年の初詣風景  
Tags:熊野市 モノクロ      by je2luz | 2008-01-06 10:34 

 

 

 

2008 年  01 月  07 日  

熊野の旅 田舎の成人式 1  

 今年も熊野市の成人式は１月３日に行われました。 
 田舎の成人式は正月に行われる所がほとんどですね。そして、ほんの少しがお盆と

本来の成人の日に行われているようです。 
 なぜ、『お正月』になったり、はては『お盆』になるのか… 
 田舎の『新成人』はほとんど地元に居ません。その子達のほとんどが帰省する時期

といえば『盆・正』だからです。 



 私が成人式を迎えたときには、住民票は杉並区にありそちらの区役所から通知が来

て、同じ下宿のやつがついでに記念品を貰ってきてくれた記憶があります。 
 その頃は、中学卒業時に都会に出てしまい、社会人になっている人が８割以上、高

校卒業でもそのほとんどが就職していましたから、住民票を移している人が多かった

ものです。 
 その頃には、住民票を移していても、地元の成人式にも招待状が出ていました。だ

から、新成人の子供の数が住民台帳よりはるかに多かったものです。 
 今は、ほとんど全員高校に進み、さらに、大学や専門学校に進むので、住所を残し

たままの子供が多くなっています。 
 昔は一部の漁師町などでは、住所を移さない人も結構居ました。理由は地方議員の

選挙でした。結婚しても住所が残っている人も多かったのです。田舎では５票、１０

票は大きいですからね。 

 

 社会人の比率が低くなっているので集まってくる子供たちの雰囲気も学生さん的

な雰囲気が漂います。 
 今年の成人式では余り奇抜なカッコウの子はいませんでした。 
 男の子の中には羽織袴と言う子もちらほらいましたが、チンドン屋か漫才師か…と

言うような子はいませんでした。 
 女の子は相変わらず『和服』の子がほとんどです。 
 この和服も、少し落ち着いた感じの着物と着付けでした。一時、『欧米か！』では

ないですが、『七五三か！』と言いたい様な帯の結び方をした子がいたのですがね。 
 図体がでかく、いわゆる『鳩胸・出尻』の今の子供には子供っぽい着付けは似合い

ませんからね。 



 

 今年は会場に行くのが遅かったので中には入りませんでしたが、新成人の数は年々

減少しています。 
 日本中でも、私の頃の数に比べると４割ほど減ってきているのでしょうね。 
 田舎では半分以下どころではありません。 
 定員７００ほどの市民会館では入りきれなかったのが、すでにがらがらです。 
 毎月の月例報告の数字から計算すると、あと１５年もすると、熊野市全域の新成人

が２００人ほどになりますね。高校の一学年の定員にも満たないわけです。 
 『市民会館』ではなく、『公民館』『集会所』『学校の講堂』レベルの物になります。

さみしいですね。 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ               by je2luz | 2008-01-07 11:33 

 

 

2008 年  01 月  08 日  

熊野の旅 田舎の成人式 2  

 昨日に引き続き成人式の話題です。 

 
 熊野市の成人式を実質的に主催しているのは『熊野市教育委員会』です。 



 熊野市には『私立』の小中学校はありません。 
 つまり、熊野市に籍を置く子供は全て熊野市立の小中学校で義務教育を受けます。 
 いや、今は全てではなくなりました。養護学校が出来ていますから、一部の子は県

立の養護学校を卒業するものと思われます。 
 高等学校に関しては、私のような古い時代には、『三重県立木本高等学校』一校で

したが、その後、南牟婁郡御浜町に『三重県立紀南高等学校』、市内有馬町に『近畿

大学付属熊野工業高等専門学校』（現・近大高専）が出来て選択肢が増えていますが、

義務教育では生まれた所で学校が決まる形の田舎です。 
 一部では越境している例も見られますが、公共交通機関も通学に使えるような形で

は存在しませんから、そうした例は非常にまれですね。 
 成人式には、その子達の学年の中学卒業時の担任の先生方の一部の先生がお見えに

なることもあります。そして、祝電も寄せられていることがあります。確か、旧熊野

市で８校の中学があったように思います。今は、旧紀和町の分が増えているはずです

が、田舎らしい光景です。 
 席も地域ごと…中学の学区ごとに割り振られています。そのスペースが段々狭くて

済むようになり、前の方によって来ているようです。 
 式の最後に、舞台上で記念写真を撮っています。 
 かつては、中心部の方の時は舞台からあふれる状態でしたが、今では楽に撮影がで

き、記念写真で顔が確認できるほどになって来ています。 
 あと少しすると細かく分けて撮影する必要もなくなるのでしょうね。 

 
 こうしてスナップを取り合う空閨は昔もかわら無いのですが、こんな時でもカメラ

が『携帯』なんてのが多くなりました。せいぜい、コンパクトデジタルカメラ・・・ 
 プリクラ感覚なのでしょうね。 
 おそらくきちんとプリントすることも無く、保存することも無いのでしょうね。 
 保存しても、この子達が『おばさん』『おじさん』になった頃には退色しているこ

とでしょう。 
 日本から写真文化を消したことをほとんどの人が気付いていないようです。 
 坂本竜馬の写真は残っていても、平成に入ってからの庶民の写真はほとんど無い…

なんてことになるもかも… 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ           by je2luz | 2008-01-08 11:17 



2008 年  01 月  09 日  

熊野の旅 熊野の味 初音寿司  

 熊野と言う町、木本と言う町は、交通が不便だった頃に栄えた町です。 
 大正末期には新宮方面から名古屋・東京に向かうルートとして、新宮から木本（上

木本）乗り継ぎで尾鷲までのバスが繋がり、汽船も一日何便も走るようになり、交通

の要になったからです。 
 鉄道の時代になり、昭和 15 年に国鉄紀勢西線が開業しても、ここ『紀伊木本』が

終着で、乗り継ぎとしての立場は変わりませんでした。 
 おかげで、温泉も無いのに『宿屋』もたくさんありました。海が荒れれば船は出な

い、大雨ならバスは出ない、冬になれば矢の川峠の雪でこれまたバスは出ない…不便

さが町を栄えさせたのです。 
 こうして栄えた町ですが、観光客とかではなく、足止めを食った旅人とか、車酔い

で一気に尾鷲まで行けないとか言う人が多かったのですから、滞在客とかではなかっ

たものです。 
 それでも、町が栄えたので、料亭も何軒かありました。鉄道が出来てからは、『駅

前食堂』も何軒か出来ました。 
 とりたてて、これといった名物料理があるわけでもないし、『大衆食堂』だけでし

た。 
 もっとも、戦時中とか戦後にかけては、『米の配給制度』がしっかりしていたので、

『外食券食堂』以外は本来『飯』も出せなかったのですから、まともな食堂は育つは

ずも無かったわけです。 

 

 戦後落ち着きを取り戻しだした時に、一躍『木本名物』になった食い物屋がありま



す。 
 『初音』と言う寿司屋です。 

 
 この、写真にある小さな建物が『初音鮨』だった所です。 
 江戸前風のもので、ネタの上に『甘たれ』が塗ってあるものでした。 
 えらく職人気質の親父さんで、『ネタ』にこだわり、ことに『シビ』にものすごく

こだわる人でした。 
 『シビ』の良いものが無い日は寿司屋は休みました。普通の日でも、営業はお昼過

ぎまででした。それが人気の元でしたね。 
 配達をしてくれましたから、店で食べるのではなく、自宅で食べることも多い寿司

でした。 
 木本では、大事なお客さんが来ると『初音の鮨』を取って出すのが、最高のもてな

しでした。そして、近郷の人は『初音の鮨を腹いっぱい食べる』のが夢でした。 
 昭和 60 年頃まで続いていたように思います。 
 最後まで、『シビ』にこだわり、一桶全部マグロだけの『赤』が『初音』ならでは

の味でした。 

 
 この『初音』に始まった、木本の寿司好きは今も続いています。 
 やたらと『寿司屋』の多い土地なのです。 
 『千代寿司』『松屋鮨』『くるま鮨』『栄寿司』『寿司丸』『福すし』+回転すし 2 軒

などあります。 
 ファミレスが一軒も無い町なのですがねえ… 
 競争が激しい分、おいしいらしく、一時は新宮からもわざわざ木本へ鮨を食べに来

た人もたくさん居たものです。 
 『寿司屋は高い』『寿司屋は怖い』と言う向きもありますが、この辺の寿司屋はそ

んなことは無いでしょう。 
 と、言うより、すしを食わなければ食うものがないといったほうが良いくらいです。 
 ただ…これらの店は全部『江戸前風』です。『サンマ寿司』とか『目張り寿司』と

は系列が違います。 
 カメラは  ニコマート EL＋シグマ 21～35 ズーム 
Tags:熊野市 紀勢西線 モノクロ     by je2luz | 2008-01-09 11:58 

 

 

 

 

2008 年  01 月  10 日  

熊野の旅 サンマ寿司と産田さん  

 今日は有馬町の『産田神社』のお祭りだそうです。 
 神社の始まりは花の窟とセットの神話からで、神代の時代からなのでしょうね。 
 『火の神』を産んで、その火によって焼け死んだ母親を祭ったのが『花の窟神社』

なら、生んだ場所になる『産田神社』も同じ時でしょうからね。 



 ここの祭りでは、全国あちこちにある、矢を射る神事もありますが、ここらしいの

は、『サンマ寿司』が参拝者に出されることです。 
 火の神を生んだ場所と言うことで、安産と健やかな成長を願う場所になっていて、

妊婦や子供連れがお参りするようです。 
 日の紙と言う大事中味を産んだのは良いですが、母親を焼き殺したあたりは、安産

とどう結びつくのか・・・ 
 まあ、古くからですから、私などが疑問を感じる筋合いではないでしょうね。 

 
 ここの『サンマ寿司』には『骨』が付いたままです。 
 もっとも、出店で売られている寿司には『骨』はありません。 
 『骨付きのサンマ寿司』なんて、おそらく食べられたものではないと思います。 
 ただ、こうした形の寿司が伝承されていることから、ここが『サンマ寿司発祥の地』

とされています。 
 なんでもそうですが、本当に始めたのは誰なのかなんて分かりっこありませんが、

古くから祭りの中で振舞われるほどに定着していたのでしょうね。 

 
 普通のサンマ寿司には当然骨がありません。 
 背開きにしたサンマの大骨を取り除き、さらにお腹の所の小骨も毛抜きを使って丁

寧に取り除いて、酢で絞めてあります。もちろん、ご飯も寿司飯です。 
 昔は、家に寄っては、取り外した大骨も酢に漬け込んでおき、炭火で焼いて鮭のつ

まみとかにしていました。うなぎの背骨を焼いて食べるようなものです。 
 最近では、こうしたものは『通の食べ物』になっているようですね。 
 鮭の骨だけの缶詰だとか、魚の骨だけのせんべいだとか・・・ 

 



 カメラはミノルタ・オートコードＬ 
Tags:熊野市 熊野の味 モノクロ       by je2luz | 2008-01-10 10:46 

 

 

 

 

 

2008 年  01 月  11 日  

熊野の旅 木本町の羽織の裏  

 
 木本の本町通りはお屋敷街ではありません。 
 通り一杯まで出して家を建てる、典型的な昔の町並みです。 
 これはお店をやっている家もしもた屋も同じです。 
 最近では車を止めるために引っ込めて建てる家もありますが、特に条例など無くて

も、ずっと町並みをそろえる風習がありました。 
 したがって、大きな家、お金持ちでもそれ相応の間口は確保していますが、家の前

に庭があったり、生垣や土塀が屋敷を形作っていることはありません。 
 本町以外では、熊野古道センターとして開放されている、『旧奥川邸』などの二軒

ほどの家では通りに面した一部に石積みの塀を作って格式を表していますが、特例で



すね。 

 
 昔の日本では、男のおしゃれとして、『羽織の裏地に凝る』と言うのがありました。 
 地味な男物の着物でも、ちらりの翻って垣間見える…座敷に上がってくつろぐと脱

ぐ…その時に凝った裏地の絵柄がはっきり姿を現す… 
 これが、日本流の『粋』でした。 

 
 木本の町では、表向きは格式に応じた作りで、大店やお金持ちは太目の立派な格子

の入った家ですが、思い切った変化もつけられません。それこそ、男物の着物程度で

す。 
 そこで、人目にはほとんど付かない裏通り側の塀に凝った家が散見されます。 
 写真の石垣塀もその一つです。 
 歯医者さんをしていた家の裏です。実に立派な物です。 
 写真で分かるように、この塀の面しているのは４尺ほどの『せこ』…路地です。 
 知る人ぞ知る…たまたま、裏を通って見かけた人だけが、『さすが○○さんの家じ

ゃのし…』と、感心するのです。 
 これが、木本のお金持ちのおしゃれだったのだと思います。 
 そして、こうしたものが、かつて木本が輝いていた証なのだと思います。 
 カメラは   センチュリー・グラフィック＋トプコール 65ｍｍ 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ      by je2luz | 2008-01-11 10:59 

 

 

 

 

2008 年  01 月  12 日  

熊野の旅 町の移動  

 どこの町でも、その中心は時代とともに移って行きます。 
 町並みが出来上がると、その町並みはどんどん古くなります。時代の流れに合わせ

てどんどん模様替えできるものではありません。 
 客を呼べる業種、品揃えが時代によって変わりますし、交通事情とか都市計画も大

きく作用します。 
 ここ熊野市でも、その変化は起きてきました。 
 江戸時代に端を発した本町、浜筋の充実が本町商店街を形作りました。木本の老舗

はこの本町沿いに並んでいたのです。 
 時代が変わって、都市計画で『記念通り』が完成しても、当初は田圃の中を立派な

道が通っているだけのようなものでしたが、近代的な歩道の付いた道路と、更地の並

んだ条件が新しい店舗を呼び込みました。 
 今も残る『こまや』さんが店をそこに構えた時には、まだ商店街の形になっておら

ず、周囲の人に笑われたそうです。 
 昭和の中頃までは、色んなものが本町筋にありました。 
 『役場』『警察』『百五銀行』『紀南信用金庫』『電電公社』『本町郵便局』『三重無尽



銀行』…脇に入ってすぐにある下の写真の建物が『公共職業安定所』… 
 短い 500ｍほどの間に、こうした公共的な人の集まる施設が並んでいて、町の…地

域の中心を形作っていました。 

 
 新しい商店は、『記念通り』にどんどん増えて行き、昭和３０年代半ばでしょうか、

今の『オークワ』の前身になった、『主婦の店・オオクワ』がオープンして記念通り

が商店街としての地位を確立しました。 
 公共的な施設も、戦前から引き継いできたような古い建物では手狭でもあるし、駅

前や駅裏の沼地や田圃が埋め立てられて土地が確保できるようになると、五月雨式に

木本から出て行きました。 
 合併してからの『市役所』、『百五銀行』は駅前に、『警察』『職安』などは駅裏に引

っ越して行きました。 
 こうして、本町通りは主役の座を降りたのですが、こうした移動が起きた時代から

は、過疎が始まり、熊野全体の落ち込みが始まった時代でもあります。従って、記念

通りが商店街としての首位の座を保ったのはほんの短い期間だけでした。 
 かくして、町の中心は動いてゆき、果ては郊外型店舗の増加もあり、町は分散型と

なって空中分解状態です。 
 『世界文化遺産』関連で、本町筋は立派な『石畳』になりましたが、人のすまなく

なってきた『過去の商店街遺産』にとっては余り意味の無い感じです。 
 ほんの数店舗しか残っていず、平均年齢が６５歳を越すような本町筋をどうして興

すことが出来るでしょうかね。 
 『こけないで歩くのがやっと』のご近所さんばかりです。 

 
Tags:熊野市 石畳 モノクロ       by je2luz | 2008-01-12 10:19  

 

 

 



2008 年  01 月  13 日  

熊野の旅 路地裏なのに・・・  

 昨日の石垣塀は狭い路地に面したものでした。そして、今日の写真の家も同じ路地、

『せこ』に面したものです。 
 本町筋に面していないから確保できた四角い土地なのでしょうし、庭をとることも

出来たのでしょうが、今なら家を建てることは不可能なのではないかと思います。 
 この敷地の前の道は４尺ほどの幅しかありません。他の方向は全部他所の宅地です。 
 つまり、建築基準法から言うと家が建たないということです。 
 こうした敷地は、木本には結構たくさんあります。 
 このお屋敷は本町の裏側なのですが、親地町と言う漁師町は古い町並みですから、

ものすごく入り組んでいて、路地の奥にある敷地が結構あるのです。 
 そうした所に家があると、修理は出来ても立て直すことは出来ません。 
 隣を買えば表に面することが出来るなんて生易しい立地ではないものがたくさん

あります。 
 今となっては、単独で評価することは不可能ともいえるでしょうね。 

 
 このお宅の場合だと、裏の家を買い取れば 5ｍほどの幅の道路に面する敷地に出来

ますから、将来立替をするとすれば解決方法はあるわけですが・・・ 
 固定資産税が自主財源の主な物と言う田舎では、税率も最高限度まで高いものが適

用されていますし、評価も信じられないほど高いですが、こうした、単独では評価で

きないものの軽減はどうなっているのでしょうかね。 
 調べて見たことも無いのですが、極端な軽減は期待できないような気もします。 

  
 急斜面にへばりつくように重なり合って家のある漁師町では、こうした敷地は当た

り前なのですが、木本のように平坦で割りと道が整然としているところで、どうして

こうなっていったのか、一寸分かりにくいものです。 
 他所からこられた方の目に触れることはまず無いですね。 
 ただ、松本峠を下ってすぐの、『親地町』を除けば、木本町内の路地は確か一本を

除き通り抜けられるもののはずです。 



 香港の路地ではないですから、入り込んでも、身ぐるみ剥がされるとか言うことは

ありません。夜でも、少し暗いだけで、客引きも居ません（笑）。実に平和な路地で

す。 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ      by je2luz | 2008-01-13 10:38 

 

 

 

 

2008 年  01 月  14 日  

熊野の旅 熊野の冬 医者要らずの花  

 南国とは言え熊野でも寒に入ると寒い日がやってきます。 
 地球温暖化なのか、自然のサイクルなのか… 
 昭和の初期に比べ昭和の中頃を過ぎた頃には、山間部での雪の降る日数や量が少な

くなってきました。 
 そして、近年では急速に、人間の感覚でも分かるほど暖かくなっています。 
 この海岸線が暖かい理由の一つは、緯度のせいだけではなく、『黒潮』のおかげで

もあります。 
 昔、スカンジナビア半島の先端、北のはずれと言われる『ノルドカップ』を訪れた

時にも、この北のはずれもすぐ目の前まで北上する暖流のせいで、海岸線は冬でもそ

こそこの気温で納まると聞きました。 
 膨大な量の暖かい海水の流れが『湯たんぽ』の働きをしてくれるのですね。 
 その海水温がほんの少し上がるだけでも大変な熱量と言うことですね。 
 近年の台風が沖縄を過ぎても発達を続けたりするのも、この海水温の上昇のせいの

ようです。 

 



 暖地の目安の一つに、アロエのような多肉植物が屋外で越冬できるかどうかと言う

ことがあります。 
 この海岸線では「アロエ」は何処ででも越冬します。 
 私が育った、同じ市内の山間部では寒さで溶けてしまいますから、温室で養生しな

くてはなりません。 
 『アロエ』を『医者要らず』と言いますが、それを実感できるように使っているの

は、勝手にアロエが生長して、やたらと増える暖地だけですね。 
 この木本では、あちこちで生えていますし、放置されていますから、昔から、まさ

に『医者要らず』として使われてきました。 
 この写真のアロエの花は、我が家の石垣の上に放置されている鉢植えのものです。 
 もう、２０年も放置されているのですが、鉢が小さいので株が増えるわけにも行か

ず…吹きっさらしの場所で、乏しい水を蓄えて生き延びています。 
 毎年、冬になるとこうした妖艶な花を咲かせています。 
 熊野古道歩きの道すがら、人間の背丈ほどに伸びた、巨大なアロエの株を見かける

かもしれません。それが、南紀が暖地の証拠なのです。 
 それでも、冬は寒い日がありますから。けっして山道はなめないでください。 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ      by je2luz | 2008-01-14 11:1 

 

 

 

2008 年  01 月  15 日  

熊野の旅 木本の街づくり  

 日本の町と言うものには都市計画は無い・・・なんていわれる学者まで居られます

が、日本の古い町には立派な街づくりの青写真があったように思われます。 
 中国に学んで整然とした街づくりをした奈良時代の昔から、逆に城下町は城下町で

そのややこしさが都市計画だったわけですからね。 
 田舎町でも、城下町ではない所では、メインストリートと、それに交差する道、更

に路地などを、割りと整然と配置した所が多いです。 
 パリなどは大改造されるまでは、下水も無いくせに汲み取り式便所も無いひどい町

だったようです。おまるで採った糞尿を石畳の通りにぶちまけたとか… 
 日本では、コンクリートが入ってくる前から、『桶』と言う優秀な容器を使って、

汲み取り式便所が普及して行き、街場の糞尿も近郊の農地に還元されると言う、非常

に合理的な方法が確立して行きました。 
 洗剤などと言う有害物質を使わない時代は、下水なども桶や甕に溜めて、農地に戻

す工夫がされている所が多かったものです。 
 大東京でも、都心部の糞尿を郊外の農地に運ぶために、電車を作ったとまで言われ

ます。『東上線』などを『汚わい電車』と『呼ぶお年寄りが昭和４０年ごろまでは居

たものです。 
 結構古くから、こうした街づくりがなされてきていたわけですが、日本は土地が狭

いからか、馬車と言う交通手段が普及しなかったからか、道は全般的に狭いですね。 
 余分な物は『もったいない』と思えたのでしょうかね。 
 木本のように、土地が狭い所ではなおさらそう思えたのでしょうか、計画的に作ら



れたはずの『路地・せこ』がものすごく狭いです。 

 
 人がすれ違うのでも、お互いに譲らないとぶつかるほどの物ですが、きちんと、直

線で伸びています。そして、通り抜けられるのです。 
 戦後分譲された都市近郊の宅地のように、屋敷と屋敷が背中合わせで、一方にしか

でられないようなことにはなっていません。 
 どれだけ建て込んでいても、必ず裏側にも出られる配慮はされています。 
 これは、防災上も十分に配慮された街づくりです。 
 こうした街づくりがなされた所ですから、旧来の『番地』も割りと整然とつけられ

ています。 
 熊野古道の『松本峠』を下ってきて橋を渡ったところを『１番地』として、本町筋

沿いに番号が増えています。 
 本町のはずれで３００番台です。それから山手に移って引返しています。 
 割りと整然としていることもあるし、狭い町なので不便も少ないし、何より膨大な

金はかけられませんから、今流の『住宅表示』にはなっていません。 
 その代わりに、住所には正式には存在しない『町名』を慣用的に使っています。 
 『親地町』『一丁目』『二丁目』『三丁目』『関船町』『布袋町』『新出町』『井筒町』『栄

町』『切立』『寺町』『西川町』『新田』などと、この狭い町を呼び分けますから、その

町内まで行けば全部の家がご近所なので分かりよいのです。 
 これも、立派な街づくりの一つでしょう。 
                      by je2luz | 2008-01-15 11:42 

 


